
報告：気仙沼処理区における津波堆積物由来の再生資材と盛土材への適用性 
（本文20～23ページ参照） 

 

 

   

口絵写真－1 宮城県災害廃棄物処理業務（気仙沼ブロック（気仙沼処理区））の津波堆積物とその処理状況 

 

 

  

  

口絵写真－2 津波堆積物由来の再生資材の力学特性 
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(b) 自然含水比，湿潤密度

（n=195）

※湿潤密度は，締固め度を90%，

※含水比を自然含水比として算定。
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(c) 粒度分布（代表例）

宅地造成

適正範囲

Dmax＝26.5～53mm

Fc＝27.5～45.9%
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Sr ＝100%va＝15%

rdmax＝1.41～1.59g/cm3

wopt＝22.1～27.0% va＝10%

B－c法(d) 締固め曲線（代表例）
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(e) コーン指数（n=195）
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(f) 膨張比（n=15）
宅地造成3%以下

(b) 処理状況 (a) 津波堆積物 


